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陶器市 2022
＠ 千葉市美術館　Pottery Market 2022 @ CCMA
2022.5.22［日］　11：00～16：00　
千葉市美術館1階さや堂ホール　入場無料

協力：BATICA



京都

益子
　作家紹介

千葉

BATICA
アート関連の書籍や商品を中心に、千葉
ゆかりの作家やメーカーのプロダクトをセ
レクトしたミュージアムショップ。陶器市で
はBATICAセレクションの4名の陶芸家と、
京都ゆかりのキヨロク（六兵衞窯）、清水
宏章を特設ブースで紹介します。

清水 宏章
1986 年京都府生まれ。2009 年大阪大学
人間科学部卒業。2015 年京都府立陶工
専門校卒業。2016 年京都市立産業技術
研究所卒業。近年の主な個展に、ギャラ
リー恵風（京都、2021 年、2020 年）、ギャ
ラリー H2O（京都、2019 年、2018 年）。
2019 年第 48 回日本伝統工芸近畿展入選

（以降、第 49 回、第 50 回入選）。

キヨロク（六兵衞窯）
江戸後期（1771 年）に初代清水六兵衞
が京都・五条坂に開窯。以来 250 年余り、
各代の当主が各々の特質を家伝の上に生
かした作品を世に送り出す。六代六兵衞
の時に会社組織として株式会社清六陶匋

（現 株式会社キヨロク）を立ち上げ、現
在は八代六兵衞の監修の下に、伝統的な
京焼の作風を生かしつつ、食器から花器、
インテリア、茶陶など現代のライフスタイ
ルにマッチした製品を製作。

ふくしま窯
福島 晋平
1983 年栃木県益子町生まれ。2006 年金
沢美術工芸大学彫刻専攻卒業。2010 年
栃木県窯業技術支援センター修了。父 福
島晴雄に師事。2014-19 年栃木県芸術祭
入選 ( 以降毎年 )。2015-19　国展入選 
( 以降毎年 )。2017 年国展新人賞。2017
年 松本クラフトフェア出展。2018 年栃木
県芸術祭奨励賞。2019 年セラミックアー
トビゼン招聘作家として滞在制作等。
2020年英 The Stratford Gallery 
‘Treasures of Japan’ 出品。
岡本 沙都美
1986 年静岡県菊川市生。2006 年ロンド
ン芸術大学カンヴァウェル校留学。2010
年栃木県窯業技術支援センター第 41 期
研究生修了。

杉本 美和子
1986 年栃木県生まれ、東京都出身。多
摩美術大学在学中に陶芸に出会う。その
後、益子町に移住。2016 栃木県窯業技
術センター伝習生修了。2017 同研究生
修了。

外山 慧
東京藝術大学工芸科大学院修了。千葉
陶芸工房主催。新たにブランド「手と具」
を手がける。エゾノコ陶器 原山恵美

札幌市出身の道産子＝蝦夷の子。2005年
より陶芸を始め、2016 年千葉県一宮町に
工房を構える。2018年千葉市土気のCAFE
＆GALERIE NAJAにて初個展。2020年千
葉県一宮町のinheritにて、個展「陶と住ま
う」を開催。器のみならず、アクセサリー
やランプシェードなど、衣食住のすべてに
まつわる陶器を展示、好評を得た。使い
手の暮らしに寄り添う、使い勝手の良い器
作りをモットーに日 作々陶に励んでいる。

佐藤尚理
2000 年頃から彫刻家として活動を始める。
2008 年夏、ドイツミュンヘン美術大学に
留学。スペイン巡礼の徒歩旅行などドイツ
を拠点にヨーロッパを巡る。2009冬、帰国、
陶芸をはじめる。2012 年 2 月器 bonoho
オープン。個展やグループ展・イベントなど、
様 な々場で活動の幅を広げている。

岡本 純一
（Awabi ware 代表）

2002 年柳宗悦「民藝論」に出会う。そ
の後、各地の民藝館、窯場を巡る。2004
年武蔵野美術大学大学院修了、彫刻と美
術教育を専攻。その後、同大学助手、非
常勤講師として美術教育に携わる。2010
年故郷である淡路島に移住し、農的生活
の傍ら、古物に学びながら独学で器を作
り始める。2012 年「Awabi ware」を屋
号に掲げる。受け継ぐ器をコンセプトとし
て、日用食器をつくる。

Awabi ware
受け継ぐ器をコンセプトに、日用食器を制
作しています。淡路島の美しさと書いて「あ
わび」、あわびウェアの「ウェア」には製
品という意味があります。江戸後期から明
治期に栄えた珉平焼（淡路焼）の制作ス
タイルに学びながら、生活道具としての器
をつくっています。

オク ウンヒ
ソウル生まれ。梨花女子大学大学院（ソ
ウル）、東京藝術大学大学院陶芸を学び、
2012 年雲仙市に自身のセラミックスタジ
オを設立。自由な作風で器からレリーフ、
立体造形まで幅広い作陶を行う。

羽山 加奈子
1982 年埼玉県生まれ。女子美術短期大
学・空間デザイン学科卒業。空間ディス
プレイ会社勤務の後、千葉県の自宅工房
にて作陶。ちょっとしたひらめきを大切に
制作し、イベントや個展に出展のほか、ワー
クショップなど開催。2022 年千葉市美術
館ワークショップパートナー。

小谷田 潤
1978 年東京都生まれ。1997 年陶芸をは
じめる。2001 年立命館大学卒業後､ 信
楽と常滑で陶芸を学び､ 2004 年八王子
にムササビ窯を作る。おもに KOHORO、
手紙舎、kitone、フランジパニで個展。日々
の器を作り、個展を中心に全国で活動中。

高内 陽彩
多摩美術大学彫刻学科卒業後、各地で
個展。幼少期より陶芸家の父の元、土に
慣れ親しむ。オブジェから普段使いの食
器まで幅広く制作。

atoadesign
atoa design(アトア デザイン）とは、インテ
リアデザイナー藤原愛と彫刻家藤原彩人
によるデザインユニット。2006 年設立。主
な活動内容は建築や内装、家具、プロダ
クト、アートワークのデザイン及び制作を
行う。シンプルな日常にスパイスとなるデ
ザインを目指し、「贈ること」をテーマに身
の回りの空間やものをデザインしている。
藤原愛
愛知県名古屋市に生まれる。東京藝術大
学大学院美術研究科建築専攻修了。卒
業後は、デザイナーとしてインテリアデザイ
ン会社勤務。現在は、栃木県益子町にて、
地域性を活かし、ランドスケープ、建築、
インテリアやグラフィックなど、様 な々デザ
イン業務を行なっている。
藤原彩人
1975 年京都府生まれ栃木県出身。2003
年東京藝術大学大学院美術研究科彫刻
専攻修了。2007 年から 08 年まで文化庁
新進芸術家海外研修員としてロンドンに
滞在。近年の主な個展に「軸と周囲―姿
としての釣り合い―」（gallery 21yo-j、東
京、2021 年）、「像化―雨の行方―」（同、
2019 年）など。2021 年「土祭 2021」アー
ト部門ディレクター。

千葉陶芸工房
（相川 くるみ・川嶋 加奈子・

栗須 翔子・中田 麻未・中塚 剛）
千葉市にある2014 年 2 月にリニューアル
オープンした陶芸が学べる教室。作陶を
楽しめる空間となっております。千葉陶芸
工房のスタッフは、大学で陶芸や鋳金、
デザインを本格的に学び、作家として活動
をするなど、多種多様で確かな技術を持っ
ています。

手と具
2022年2月に千葉陶芸工房のメンバーにて
発足。素材をコンセプトの躯体として、プロ
ダクトやワークショップなどを手掛ける。 

南窓窯（石川 圭・石川 雅一）
石川 圭
2011 年裏千家学園茶道専門学校卒業。
2012 年濵田窯の門を叩き濵田晋作、友
緒両氏に師事。2015 年父 石川雅一の元
作陶を始める。
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